
 第9回 三重緩和医療研究会 
 日時：2017年11月26日（日） 13:30～16:30（13:00より受付） 

 会場：三重県教育文化会館6階 多目的ホール 

 

 
第1部  13:30～14:30  一般演題  （1題につき発表15分、質疑応答5分） 

  座長  神戸クリニック 院長  野口 吉文 

       訪問看護ステーションほたるいせ 緩和ケア認定看護師 井戸本 睦美 

 演題１ 「在宅緩和ケア10年間を振り返って」 
                   坂倉ペインクリニック在宅診療所 院長  坂倉 究 

 演題２ 「ハイブリッド緩和ケア病床における緩和医療、－特に、緩和的化学療法を 

      施行した乳癌症例を中心に」 
                 藤田保健衛生大学医学部 外科・緩和医療学講座 准教授  伊藤 彰博 

 演題３ 「がん終末期の親を持つ子どもへのチームサポート」 
                   訪問看護ステーションほたるいせ 訪問看護認定看護師  岡田 まり 

第2部  14:40～16:20  ケア・カフェ in 三重緩和医療研究会  

  司会  伊勢赤十字病院 緩和ケア内科部長  辻村 恭江 

 皆で語り合おう 私達が取り組む緩和ケアのこれから 

  テーマ 「連携」 
 ケア・カフェは、2012年に旭川で始まり、現在は全国各地で開催されている医療・福祉・介護などの分野でケアを提供する人達の語り合い
の場です。 カフェで過ごしている時のようにリラックスした雰囲気の中、自由に会話することによって顔の見える関係を作ったり、日頃の困りごと
の相談をすることが可能です。 一年に一度、三重県内の緩和ケアに関わる人達が集まるこの機会に、地域や職種を超えて話し合う試みに、
あなたも参加してみませんか？ 温かいコーヒーと紅茶、それからお菓子も少々、会場内にご用意してお待ちしています。 お菓子の差し入れ
や、各自の持ち込みは歓迎します。 

 

総 括 16:20～16:30  藤田保健衛生大学医学部 外科・緩和医療学講座 教授 東口髙志 

     会場：三重県教育文化会館へのアクセス 

              （津市桜橋2-142） 

               JR・近鉄津駅正面玄関から徒歩５分 

        

                ※会場周辺に駐車場はありますが、 

               なるべく公共交通機関を利用してご来館ください。 

 

参加費：無料    

事前申し込み制（先着120名、 締切11月20日） 
 ※空きがあれば当日参加も可能ですが、確実に参加するためには事前にお申し込みください。 

申込方法：参加をご希望される方は、「第9回三重緩和医療研究会参加申込み」の件名で、参加者のお名前・ご所属、日中に連絡可能
な電話番号またはメールアドレスをoffice＠nanseikanwa.net宛にメールしていただくか、南勢地域緩和ケアネットワーク事務局宛に参加
申込用紙をFAX（0596-28-2965）してください。 万一定員をオーバーした場合には参加をお断りすることもありますので、ご了承ください。 

 

主催：三重緩和医療研究会（北勢緩和ケアネットワーク、三重中勢緩和ケア研究会、南勢地域緩和ケアネットワーク）  

問合先：当番幹事・南勢地域緩和ケアネットワーク（事務局：伊勢赤十字病院） TEL 0596-28-2171（代） 

      三重県教育文化会館 TEL 059-228-2077（フロント） 



第９回三重緩和医療研究会参加申込書 
【ＦＡＸ】 ０５９６－２８－２９６５  

勤務先・職種 

臨床経験年数 

 
 
   臨床経験     年 

フリガナ 

お名前 

連絡先 

電話番号またはメール 

   

  TEL 
 

  E-mail 
 

（定員に達した場合の連絡の際に利用します）  

※この申込書に記載された情報は、当日の参加申込みに関してのみ使用します。 

【お問合せ】   南勢地域緩和ケアネットワーク事務局 
          伊勢赤十字病院 総務課 前田 （TEL 0596-65-5002） 

１人目 

２人目 

３人目 

勤務先・職種 

臨床経験年数 

 
 
   臨床経験     年 

フリガナ 

お名前 

連絡先 

電話番号またはメール 

   

  TEL 
 

  E-mail 
 

（定員に達した場合の連絡の際に利用します）  

勤務先・職種 

臨床経験年数 

 
 
   臨床経験     年 

フリガナ 

お名前 

連絡先 

電話番号またはメール 

   

  TEL 
 

  E-mail 
 

（定員に達した場合の連絡の際に利用します）  


